
　

　　学校・家庭・地域が一体となって、確かな防災意識をもち、緊急時に冷静
で適切な対応がとれる子どもを育てます。

児童生徒が自らの命を守り抜くために

　　　　　　「主体的に行動する態度」を育成する

２　防災管理

　日常生活の中で防災に臨機応変に対応できるよう、あらゆる教科に盛り込ま
れた防災の知識を体系的に理解し、全教育活動において横断的に防災教育を
実施します。

３　防災組織

　施設・設備等の安全点検及び改善措置を行うとともに、「学校危機管理マ
ニュアル」を作成し、未然防止・緊急事態発生時や事後の対応を含め、さまざ
まな局面の対応に努めます。

　地域への教育活動の理解・情報交換等、開かれた学校づくりに努め、地域の
関係機関・団体等との密接な連携を図り、計画的な防災教育や防災管理の充
実に努めます。

総合的な学習の時間での
「防災小説」づくり

家庭科の授業での　　　
「防災ポーチ」づくり

防災種目を取り入れた　
運動会・体育祭

ショート訓練を繰り返し実施
研修を充実させ教職員の
共通理解を徹底

小中合同の教員研修 地域との合同防災訓練

１　防災教育

地区ごとの
小・中学生での一斉下校

学校・家庭・地域が一体となった「防災教育」


